
溺
日
（
土
）
６
時
半
明
石
市
民
会
館

前
売
／
一
般
・
一
二
○
○
円
学
生
・

九
○
○
円
こ
ど
も
・
六
○
○
円

☆
桜
田
淳
子

詣
日
（
土
）
①
２
時
②
６
時
神
戸

文
化
大
ホ
ー
ル
Ａ
・
二
七
○
○
円

Ｂ
・
二
二
○
○
円
Ｃ
・
一
八
○
○
門

☆
南
沙
織

鉛
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
二
三
○
○
円
Ａ
・
二
○
○
○
円

Ｂ
・
一
八
○
○
円

☆
紙
ふ
う
せ
ん

狐
日
（
金
）
６
時
姫
路
市
文
化
セ
ン

タ
ー
Ｓ
・
二
○
○
○
円
Ａ
・
一
八

○
○
円
Ｂ
・
一
五
○
○
円

★
第
循
回
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

東
中
国
グ
ラ
ン
プ
リ
大
会

八
音
楽
Ｖ

☆
札
幌
交
響
楽
団
ｌ
新
世
界
よ
り

３
日
（
金
）
７
時
神
戸
国
際
会
館

民
幸
弓
ｚ
会
員
・
二
一
○
○
円
一
般
・

二
四
○
○
円

★
土
曜
コ
ン
サ
ー
ト

「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ゆ
う
べ
」

４
日
（
土
）
７
時
県
民
小
劇
場

一
○
○
○
円

★
市
民
音
楽
祭
大
賞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

哩
日
（
日
）
１
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
整
理
券

☆
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ジ
ュ
ー
パ
ン

【
☆
神
戸
の
催
し
物
ご
案
内
望

J 、ジューバン

辿
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
／
会
員
・
二
四
○
○
円
一
般
・

二
七
○
○
円

☆
中
村
紘
子

晦
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ａ
・
二
二
○
○
円
Ｂ
・
一
八
○
○
円

Ｃ
・
一
四
○
○
円

★
金
沢
加
寿
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

お
日
（
木
）
７
時
神
戸
国
際
小
ホ
ー

ル
一
○
○
○
円

★
河
島
英
五

塑
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
Ａ
・
一
九
○
○
円
Ｂ
・
一
七

○
○
円

シＰ

｢ 親子ねずみの不思議な旅」

★
モ
ー
リ
ス
・
ベ
ジ
ャ
ー
ル
／
鋤
世
紀
バ
レ
エ
団
が
来
日
／

★

ご
希
望
の
方
は
、
葉
書
に
住
所
・
氏
名

（
親
子
の
場
合
は
子
供
の
名
も
）
電
話

を
お
香
き
の
上
、
神
戸
っ
子
編
集
室
・

親
子
ね
ず
み
の
係
ま
で
。

●
愛
読
者
優
待
席

神
戸
っ
子
読
者
に
左
記
の
ス
テ
ー
ジ
を

割
引
優
待
致
し
ま
す

★
吹
田
周
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

３
月
型
日
（
金
）
７
時
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル

一
二
○
○
円
を
一
○
○
○
円
に
割
引

★
二
宮
裕
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

３
月
溺
日
（
土
）
６
時
明
石
市
民
会
館

一
般
・
一
二
○
○
円
学
生
・
九
○
○

円
こ
ど
も
・
六
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ

一
割
引

☆
劇
団
四
季
「
エ
ク
ウ
ス
」

３
月
誕
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
国
際

会
館

劇
団
四
季
釦
年
度
芸
術
大
斌
受
賞
作
品

演
出
／
浅
利
慶
太

出
演
／
日
下
武
史
、
市
村
正
親
、
藤
野

節
子
、
菅
本
烈
子
ほ
か

二
八
○
○
円
を
一
割
引

ご
希
望
の
方
は
電
話
か
葉
普
で
神
戸
っ

子
編
築
室
・
優
待
係
八
川
崎
Ｖ
ま
で

３
１
罰
Ｉ
１
１

☆
吹
田
周
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

型
日
（
金
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
一
二
○
○
円

☆
二
宮
裕
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

騨
承､ 一転主

｢ 春の祭典」より ”誼q 4
ijl篭

ベ
ル
ギ
ー
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
を
本
拠
と
し
て
、

バ
レ
エ
に
よ
る
世
界
平
和
、
そ
し
て
世
界
の
民
族

は
一
つ
で
あ
り
、
人
間
性
の
強
調
に
し
て
も
、
そ

の
韮
盤
を
「
世
界
」
に
お
い
て
い
る
”
世
紀
バ
レ

エ
団
が
、
年
ぶ
り
に
来
日
す
る
。
こ
の
ｍ
年
間
、

ベ
ジ
ャ
Ｉ
ル
の
創
作
活
動
は
め
ざ
ま
し
く
、
ま
す

ま
す
炎
と
燃
え
さ
か
り
、
現
代
バ
レ
エ
界
の
湿
高

峰
と
し
て
活
剛
。
神
戸
公
演
で
は
、
ス
ト
ラ
ピ
ン

ス
キ
ー
の
「
火
の
烏
」
「
春
の
祭
典
」
刃
ト
ル
ー

シ
ニ
カ
」
を
上
演
。
５
月
４
日
（
木
）
６
時
半

神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
Ｓ
・
一
○
○
○
○
円
Ａ

・
九
○
○
○
円
Ｂ
・
八
○
○
○
円

エクウズ

鍔 誹

議霊
亀：

４
月
２
日
（
日
）
３
時
半
神
戸
文
化

大
ホ
ー
ル
一
般
・
一
五
○
○
円
会

員
・
一
二
○
○
円
Ｓ
・
二
○
○
○
円

ゲ
ス
ト
／
世
良
公
則
＆
ツ
イ
ス
ト
、
下

村
明
彦

八
演
劇
Ｖ

★
文
学
座

「
日
本
少
年
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
に
遇
う
」

３
日
（
金
）
４
日
（
土
）
６
日
官
○

８
日
（
水
）
９
日
（
木
）
６
時
遁
分

５
日
（
日
）
１
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
一
九
○
○
円

出
演
／
北
村
和
夫
、
太
地
喜
和
子
、
江

守
徹
、
神
保
共
子
ほ
か

★
劇
団
ど
ろ
「
ゆ
き
」

ｎ
日
（
土
）
１
時
半
６
時
妬
分

旭
日
（
日
）
２
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
一
般
・
九
○
○
円
学
生
・
七
○

○
円
小
中
学
生
・
五
○
○
円

★
民
音
浪
漫
劇
場
「
い
つ
か
き
た
道
」

狸
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
幸
う
該
会
員
．
一
九
○
○
円
一
般
・

二
二
○
○
円

出
演
／
横
内
正
、
緑
魔
子
、
中
山
麻
里

☆
劇
団
四
季
「
エ
ク
ウ
ス
」

誕
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
二
八
○
○
円
Ａ
・
二
三
○
○
円

Ｂ
・
一
八
○
○
円

八
そ
の
他
Ｖ

☆
文
楽Ⅳ日

（
金
）
①
１
時
②
５
時
半

神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
一
階
・
二
○
○

○
円
二
階
・
一
五
○
○
円
学
生
・

七
○
○
円

☆
花
柳
芳
一
の
会

狙
日
（
土
）
３
時
県
民
小
劇
場

二
○
○
○
円

☆
市
民
映
画
劇
場
「
ア
リ
ス
の
恋
」

唾
日
（
木
）
Ⅳ
日
（
金
）
鯉
日
（
木
）

型
日
（
金
）
６
時
半
神
一
房
文
化
小
ホ

ー
ル
四
九
九
円

☆
春
休
み
親
子
名
画
劇
場

「
あ
す
も
夕
や
け
」
「
日
本
昔
ぱ
な
し
」

妬
日
（
日
）
①
、
時
②
哩
時
幅
分

③
３
時
半
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル

大
人
・
七
○
○
円
小
人
・
五
○
○
円

識
》

●
愛
読
者
招
待
席

☆
カ
ラ
ー
長
篇
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

「
親
子
ね
ず
み
の
不
思
議
な
旅
」

試
写
会
八
３
月
哩
日
（
日
）
６
瞳
十

神
戸
朝
日
会
館
Ｖ
に
詣
組
沌
名
様
ご
招

待
／
提
供
・
神
戸
朝
日
会
館

こ
わ
れ
て
捨
て
ら
れ
た
オ
モ
チ
ャ
の
親

子
ね
ず
み
が
旅
に
出
た
。
そ
こ
に
あ
っ

た
／
愛
が
／
友
情
が
／
冒
険
が
〃

キ
テ
ィ
の
サ
ン
リ
オ
が
脳
る
夢
い
っ
ぱ

い
の
本
格
ア
ー
ー
メ
第
一
弾
。

霞

二宮裕子世良公E Ｕ

３
月
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竹中郁
く詩人＞

小
林
「
第
三
紀
層
」
「
海
」
「
粒
」
「
盛
」

「
森
へ
」
「
馬
嵩
輪
」
「
浮
標
」
「
潅
木
」
「
冬

夏
秋
冬
」
「
響
旨
烏
占
」
「
た
う
ろ
す
」
「
わ

が
仲
間
」
「
西
播
文
学
旨
文
学
塑
壕
」
「
現

代
詩
神
戸
」
「
姫
路
文
学
人
会
議
」
「
Ｄ

Ａ
」
な
ど
の
同
人
誌
と
詩
集
を
持
っ
て

き
ま
し
た
。
参
考
資
料
に
し
て
下
さ
い

杉
山
僕
は
藤
村
壮
の
「
め
ぐ
る
烏
」

を
持
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ご
存
知
か
な

「
海
」
の
同
人
で
す
。

小
林
藤
村
壮
と
同
じ
「
海
」
の
同
人
の

鈴
木
漠
が
「
風
景
論
旨
火
」
と
二
冊
の

詩
集
を
出
し
ま
し
た
ね
。

竹
中
「
た
う
ろ
す
」
の
安
水
稔
和
も

「
西
馬
音
円
岩
菅
江
員
澄
」
と
い
い
仕

事
を
し
た
ね
。

小
林
多
田
智
満
子
も
「
鏡
の
テ
オ
ー

リ
ア
」
早
口
寺
の
蕊
」
と
い
い
詩
を
書
い

て
、
半
ど
ん
の
会
の
芸
術
賞
に
前
者
は

推
薦
さ
れ
て
い
た
ね
。

杉
山
小
川
正
巳
も
い
い
。
思
想
詩
と

で
も
い
う
の
か
な
。

小
林
福
井
久
子
、
宮
田
恭
子
と
い
い

正
統
詩
の
江
頭
越
子
に

口
選
考
委
員

１
１１４
１

。
鍵
癖
》
鍵

●
第
７
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
〈
文
学
部
溺
譲
蕊
議
繊
鱗
灘
鍵

患議
狸:

杉 山平
く詩人＞

小
林
お
も
し
ろ
い
ね
。
一
昨
年
あ
た

り
か
ら
急
速
に
詩
人
た
ち
が
連
歌
、
連

句
の
遊
び
を
し
て
ま
し
て
ね
。
国
文
学

へ
の
復
帰
が
始
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か

竹
中
不
思
議
に
鈴
木
漠
は
中
央
文
壇

で
は
も
ひ
と
つ
人
気
が
な
い
ね
’
・

杉
山
「
海
」
「
文
芸
」
に
は
よ
く
載
っ

て
い
ま
す
ね
。

小
林
鈴
木
漠
の
「
火
」
は
前
々
の
作

品
の
重
な
り
の
意
識
か
ら
出
て
き
た
よ

う
で
す
ね
。

竹
中
彼
の
意
識
し
て
い
る
実
存
の
世

界
が
こ
と
ば
の
選
択
に
も
よ
く
表
わ
れ

て
い
る
ね
。
藤
村
壮
は
そ
の
点
ま
だ
よ

く
意
識
が
練
れ
て
い
ま
せ
ん
ね
。

小
林
純
粋
す
ぎ
て
実
存
の
観
念
が
薄

い
の
か
な
。

杉
山
で
も
こ
の
「
海
」
は
随
分
長
く

続
い
て
ま
す
ね
。

小
林
今
年
は
詩
歴
の
古
い
人
が
続
々

と
本
を
出
し
ま
し
た
ね
。
坂
上
新
次
郎

「
暗
い
人
」
、
安
藤
礼
二
郎
（
旧
イ
オ
ム

同
盟
の
柳
井
秀
）
「
ど
く
ん
ご
」
、
桑
門

蕊

女
流
詩
人
が
「
た
う
ろ
す
」
に
は
多
い

で
す
ね
。
他
に
「
粒
」
の
青
木
は
る
み

「
西
播
文
学
」
の
杉
本
衣
子
、
藤
木
明

子
、
「
輪
」
の
丸
本
明
子
、
「
馬
」
の
井

本
木
綿
子
、
「
響
」
の
織
田
喜
久
子
、

「
現
代
詩
神
戸
」
の
和
田
英
子
、
西
宮

の
香
山
雅
代
と
ユ
ニ
ー
ク
な
女
流
詩
人

が
神
戸
に
は
多
い
。

竹
中
雑
誌
か
ら
あ
げ
る
と
き
り
が
な

い
か
ら
詩
集
の
出
て
い
る
人
か
ら
選
ぼ

う
。
鈴
木
漠
の
「
火
」
。
い
つ
も
セ
ン

ス
の
い
い
装
偵
だ
ね
。
名
古
屋
の
本
屋

さ
ん
の
出
版
や
、
こ
の
人
の
詩
集
は
み

ん
な
。

小
林
詩
人
の
政
田
琴
生
の
装
頓
で
、

桑
島
玄
二
な
ん
か
も
こ
こ
か
ら
出
し
て

い
ま
す
。

杉
山
鈴
木
漠
は
最
近
も
じ
り
遊
び
に

凝
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
た
と
え
ば

「
秋
の
戯
詩
」
で
ヴ
ェ
ー
ル
レ
ー
ヌ
の

秋
の
詩
を
も
じ
っ
て
「
秋
の
火
の
評
論

の
ダ
メ
ー
ジ
：
…
・
」
を
（
笑
）
と
い
う

風
に
。

小林武雄
く詩人＞
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綴
》
量

竹
中
桑
門
つ
た
子
の
「
明
る
い
夜
の

中
に
」
も
し
っ
か
り
し
た
仕
事
と
い
え

る
ね
。
年
期
が
入
っ
と
る
ね
。

小
林
ほ
か
に
凧
真
治
の
「
友
あ
り
、

遠
く
よ
り
来
ら
ず
」
な
ど
問
題
に
な
る

詩
集
で
す
ね
。
パ
ン
パ
ン
詩
を
作
る
人

で
す
ね
。

竹
中
そ
う
い
え
ば
「
馬
」
の
井
本
木

綿
子
ね
、
第
四
号
の
編
集
後
記
が
面
白

い
「
安
宅
産
業
は
い
か
に
し
て
崩
壊
し

た
か
」
と
い
う
の
が
詩
の
雑
誌
の
編
集

後
記
で
す
か
ら
（
笑
）
お
か
し
い
。

杉
山
ヨ
ス
モ
ス
」
の
同
人
、
高
島

洋
の
詩
も
楽
し
い
で
す
ね
。
で
も
年
令

的
に
は
こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
み
ん
な
対

象
外
か
な
。

小
林
若
い
女
性
で
は
中
学
の
先
生
を

し
て
い
る
松
本
多
賀
子
。
「
ゆ
れ
る
窓
」

を
最
近
出
し
ま
し
た
。
和
田
英
子
に
師

事
し
て
ま
す
ね
。

杉
山
こ
れ
は
い
い
ね
。
生
き
る
の
が

せ
い
い
っ
ぱ
い
と
い
う
感
じ
の
詩
で
す

ね
。竹

中
そ
う
や
ね
。
真
面
目
す
ぎ
る
の

か
自
分
と
詩
が
離
れ
て
い
な
い
ね
。

小
林
表
現
さ
れ
て
い
る
人
生
と
い
う

か
、
そ
の
見
方
と
い
う
か
、
僕
な
ん
か

不
安
を
感
じ
ま
す
ね
。
和
田
英
子
と
い

う
立
派
な
人
生
の
発
掘
者
が
い
る
の
で

す
が
。

竹
中
さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
ま
と
め
て
み

よ
う
か
。
今
ま
で
二
回
の
ブ
ル
ー
メ
ー

ル
賞
の
詩
の
選
考
で
は
中
村
隆
、
三
宅

武
と
男
性
だ
っ
た
か
ら
、
今
回
は
女
性

つ
た
子
「
明
る
い
夜
中
に
」
、
大
河
内

孝
「
伽
羅
の
夢
」
、
そ
し
て
杉
山
さ
ん

も
詩
集
を
出
さ
れ
ま
し
た
ね
。

杉
山
僕
の
は
ま
た
そ
の
う
ち
見
て
も

ら
い
ま
す
か
ら
（
笑
）
。
「
暗
い
人
」
は

南
無
阿
弥
陀
仏
が
ズ
ッ
と
経
文
の
よ
う

に
始
ま
る
詩
で
す
ね
。

竹
中
今
年
も
出
し
た
ん
？
一
昨
年
も

出
し
て
た
ね
。
あ
の
人
は
大
阪
の
地
主

や
っ
た
ね
。

小
林
堀
口
定
義
は
遅
く
か
ら
詩
を
書

き
始
め
た
人
で
、
前
の
詩
集
の
時
「
風
」

で
土
橋
治
重
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
人

生
観
の
違
い
が
僕
な
ど
と
は
違
う
こ
と

ば
を
持
っ
て
い
る
人
だ
と
思
い
ま
し
た

ね
。杉

山
少
し
眺
舌
す
ぎ
る
と
思
い
ま
す

が
ね
、
「
日
本
未
来
派
」
の
傾
向
で
す

が
概
念
的
で
す
ね
。

小
林
内
田
豊
清
は
「
半
ど
ん
の
会
」

で
芸
術
賞
を
受
け
ま
し
た
ね
。

江
頭
越
子
詩
築
『
鯉
う
」

に
し
た
ら
ど
う
や
ろ
う
。

杉
山
こ
の
賞
が
、
知
名
度
は
そ
ん
な

に
な
く
て
も
い
い
仕
事
を
し
て
い
る
人

に
あ
げ
る
の
だ
と
す
る
と
、
安
水
稔
和

に
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
と
い
う
の
は
偉
す

ぎ
る
で
し
ょ
う
ね
。

竹
中
鈴
木
漠
も
知
名
度
は
高
い
ね
。

小
林
「
潅
木
」
の
同
人
の
江
頭
越
子

処
女
詩
集
「
纏
う
」
を
出
し
ま
し
た
。

彼
女
の
先
生
の
喜
志
邦
三
が
序
文
を
書

い
て
ま
す
が
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
ち
ょ
っ
と

面
白
い
で
す
よ
。

竹
中
女
性
特
有
の
感
じ
方
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
ね
、
こ
の
人
の
詩
に
は
。

そ
れ
に
明
確
な
サ
ラ
ッ
と
し
た
詩
や
な

杉
山
で
も
、
詩
に
は
ま
だ
ま
だ
遠
慮

が
あ
り
ま
す
ね
。
最
初
の
詩
集
だ
か
ら

か
な
。

竹
中
「
纏
う
」
な
ど
と
い
う
題
か
ら

し
て
デ
ザ
イ
ナ
ー
じ
ゃ
な
い
と
出
ん
題

や
な
。

小
林
男
性
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
感

覚
が
あ
り
ま
す
ね
、
布
に
対
す
る
愛
着

な
ど
。

竹
中
生
活
に
密
着
し
て
い
る
詩
と
い

う
の
が
い
い
よ
。
さ
あ
鈴
木
漠
や
藤
村

壮
の
よ
う
な
知
名
度
の
高
い
ベ
テ
ラ
ン

を
選
ぶ
か
、
無
名
の
新
人
の
女
性
を
選

ぶ
か
決
め
な
あ
か
ん
。
杉
山
君
、
ど
う

す
る
？

杉
山
処
女
詩
集
で
受
賞
と
い
う
の
は

ラ
ッ
キ
ー
で
す
ね
。
結
構
で
す
よ
。

竹
中
そ
れ
で
は
江
頭
越
子
の
詩
集

「
纏
う
」
に
決
め
ま
し
ょ
う
。

５
１
１１
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吉村一夫
く音楽評論家＞

口
選
考
委
員

☆
昨
年
は
活
躍
、
神
戸
の
音
楽
界

小
石
昨
年
は
例
年
に
比
べ
て
神
戸
お

よ
び
周
辺
で
の
演
奏
会
が
多
か
っ
た
み

た
い
で
す
ね
。

吉
村
そ
の
な
か
か
ら
受
賞
の
対
象
に

な
り
そ
う
な
演
奏
会
を
ひ
ろ
っ
て
み
よ

』
フ
。小

石
ピ
ア
ノ
で
は
田
原
宮
子
リ
サ
イ

タ
ル
（
２
月
型
日
・
毎
日
国
際
サ
ロ
ン
）
。

柴
田
田
原
は
第
一
回
の
受
賞
者
だ
か

ら
除
外
し
ま
し
ょ
う
。

小
石
同
じ
く
ピ
ア
ノ
の
関
晴
子
が
ピ

ア
ノ
協
奏
曲
の
夕
べ
（
３
月
哩
日
・
神
戸
文

化
ホ
ー
ル
）
で
バ
ッ
ハ
と
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

の
協
奏
曲
を
弾
い
た
（
管
弦
楽
・
大
阪
テ
レ

マ
ン
ア
ン
サ
ン
プ
ル
）
◎

柴
田
と
て
も
い
い
演
奏
で
し
た
よ
。

そ
れ
か
ら
大
阪
フ
ィ
ル
の
明
石
演
奏
会

（
５
月
加
日
・
明
石
市
民
会
館
）
で
ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
２
番
（
指
揮

・
朝
比
奈
隆
）
。
こ
れ
も
良
か
っ
た
。

吉
村
朝
比
奈
も
絶
讃
し
て
た
。
有
力

一
●
第
７
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
〈
古
典
芸
能
舗
蕊
鍵

１
１１６
１

積
極
性
示
す
関
晴
子
に

灘蕊

騨瀞
§

吉
村
そ
れ
で
は
ピ
ア
ノ
は
こ
れ
く
ら

い
に
し
て
、
他
の
器
楽
で
は
誰
が
い
る

か
な
。

小
石
め
ず
ら
し
い
と
こ
ろ
で
北
山
隆

フ
ル
ー
ト
・
リ
コ
ー
ダ
ー
・
リ
サ
イ
タ

ル
ｎ
月
３
日
・
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
）

柴
田
有
力
候
補
だ
。

小
石
声
楽
で
は
、
井
上
和
世
が
リ
サ

イ
タ
ル
（
６
月
塑
日
・
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
）
を

開
い
た
。

柴
田
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
い
た
の
は
、

他
に
バ
リ
ト
ン
の
三
室
尭
（
９
月
塑
日
・
県

民
小
川
場
）
と
小
村
亮
三
（
９
月
犯
日
・
神
戸

文
化
ホ
ー
ル
）
が
い
ま
し
た
。

吉
村
三
室
は
確
か
二
度
目
の
リ
サ
イ

タ
ル
で
す
ね
。

小
石
キ
ャ
リ
ア
は
あ
る
け
れ
ど
リ
サ

イ
タ
ル
の
回
数
は
少
な
い
ね
。
第
九

金
月
ｎ
日
・
神
戸
国
際
会
館
／
朝
比
奈
隆
指
揮
・

大
阪
フ
ィ
ル
）
に
も
参
加
し
て
い
た
。

柴
田
小
村
は
完
成
度
の
高
い
歌
唱
ぶ

り
で
、
こ
れ
ほ
ど
説
得
力
を
持
っ
て
歌

え
る
力
の
あ
る
男
性
歌
手
は
今
、
少
な

識候補だね。小
石
大
阪
フ
ィ
ル
神
戸
演
奏
会
（
４
月

型
日
・
神
戸
国
際
会
館
）
で
は
伊
藤
ル
ミ
が

グ
リ
ー
ク
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
（
指
揮
・

手
塚
幸
紀
）
を
演
奏
し
た
。

吉
村
伊
藤
も
と
て
も
良
く
な
っ
た
。

柴
田
さ
ら
に
跳
躍
す
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
感
じ
が
し
た
ね
。
ど
ん
ど
ん
活

躍
し
て
欲
し
い
ね
。
布
野
ゆ
き
子
が
ポ

ー
ラ
ン
ド
留
学
か
ら
帰
国
し
て
リ
サ
イ

タ
ル
（
６
月
８
日
・
県
民
小
劇
場
）
を
開
い
て

得
意
の
シ
ョ
パ
ン
を
弾
い
た
。

小
石
山
内
鈴
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

（
７
月
溺
日
・
神
戸
国
際
会
館
）
も
あ
っ
た
。

柴
田
な
か
な
か
意
欲
的
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
、
し
か
も
新
人
ら
し
い
フ
レ
ッ
シ

ュ
で
さ
わ
や
か
な
印
象
を
与
え
た
ね
。

吉
村
布
野
と
山
内
も
共
に
候
補
と
し

て
．
…
：
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
も
う
い
な
い

で
す
か
。

柴
田
い
な
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
が
、
候

補
と
し
て
あ
が
っ
て
く
る
演
奏
は
こ
れ

く
ら
い
じ
ゃ
な
い
か
な
。

柴田仁
く音楽評論家＞

驚
凌犀

小石忠男
く音楽評論家＞
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年
は
そ
の
決
定
打
を
示
し
た
か
ら
ね
。

定
で
す
。

吉
村
そ
れ
で
は
今
回
は
関
に
し
よ
う

か
。
毎
年
候
補
に
あ
が
っ
て
き
て
、
昨

い
で
す
ね
。
一
昨
年
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

の
「
美
し
き
水
車
小
屋
の
娘
」
を
歌
っ

て
、
大
阪
文
化
祭
賞
、
音
楽
ク
リ
テ
ィ

ッ
ク
ク
ラ
ブ
賞
、
第
一
回
灘
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
音
楽
賞
と
三
つ
も
の
賞
を
と

っ
て
い
る
が
、
こ
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
は

さ
ら
に
充
実
し
た
歌
唱
が
聞
け
た
。
小

村
と
し
て
も
最
高
の
出
来
だ
っ
た
よ
う

で
す
ね
。

小
石
松
本
幸
三
は
三
度
目
の
リ
サ
イ

タ
ル
（
６
月
６
日
・
県
民
小
劇
場
）
を
開
い
て

イ
タ
リ
ア
に
留
学
し
た
。

柴
田
現
在
留
学
中
だ
か
ら
候
補
か
ら

は
ず
し
ま
し
ょ
う
。
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の

朝
比
奈
千
足
も
留
学
中
で
、
指
揮
の
勉

強
も
し
て
い
る
。
帰
国
し
て
か
ら
期
待

で
き
そ
う
だ
ね
。

小
石
坂
本
環
が
良
く
歌
い
ま
し
た
。

カ
バ
レ
リ
ア
・
ル
ス
チ
カ
ー
ナ
（
６
月
２

日
・
大
阪
厚
生
年
金
会
館
）
で
サ
ン
ッ
ゥ
ッ

ッ
ァ
、
リ
ゴ
レ
ッ
ト
五
月
Ⅳ
日
・
大
阪
厚阪テレマンアンサンプルと漣演する関晴子（' 7 7 . 3 , 1 8 . 神戸文化ホール）

ね
。吉

村
そ
う
で
す
ね
。

柴
田
ダ
ン
ス
リ
ー
と
た
に
し
の
会
は

活
躍
は
し
て
い
る
け
れ
ど
特
に
め
ざ
ま

し
い
と
は
い
え
な
い
。

吉
村
ピ
ア
ノ
の
四
人
を
し
ぼ
っ
て
い

く
と
、
布
野
と
山
内
は
初
め
て
登
場
で

す
ね
。

柴
田
期
待
で
き
る
人
た
ち
で
す
ね
。

小
石
実
績
か
ら
み
る
と
や
は
り
関
で

す
ね
。
二
回
と
も
演
奏
は
と
て
も
良
か

っ
た
で
す
し
。

吉
村
毎
年
候
補
に
あ
が
っ
て
た
け
ど

生
年
金
会
館
）
で
ジ
ル
ダ
、
と
共
に
関
西

歌
劇
団
の
定
期
公
演
だ
が
、
と
て
も
好

演
で
し
た
ね
。

吉
村
有
力
候
補
で
す
よ
。

柴
田
他
に
は
ダ
ン
ス
リ
ー
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
合
奏
団
と
大
阪
テ
レ
マ
ン
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
が
活
躍
し
ま
し
た
。
ま
た
作
曲

家
が
集
ま
る
た
に
し
の
会
が
第
六
回
発

表
会
茄
月
３
日
・
県
中
央
労
働
セ
ン
タ
ー
）
を

開
い
て
着
実
な
活
動
を
披
露
し
て
い
る

☆
坂
本
環
、
北
山
隆
、
将
来
に
期
待

吉
村
そ
ろ
そ
ろ
ま
と
め
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

小
石
ピ
ア
ノ
に
関
晴
子
、
伊
藤
ル
ミ
、

布
野
ゆ
き
子
、
山
内
鈴
子
、
声
楽
に
井

上
和
世
、
三
室
尭
、
小
村
亮
三
、
坂
本

環
、
そ
れ
か
ら
ダ
ン
ス
リ
ー
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
合
奏
団
と
た
に
し
の
会
、
リ
コ
ー

ダ
ー
の
北
山
隆
、
こ
れ
ら
が
第
一
次
予

選
通
過
と
み
な
し
て
い
い
で
し
ょ
う

昨
年
は
特
に
よ
く
や
っ
た
ね
。

小
石
今
年
一
月
に
大
阪
フ
イ
ル
の
定

期
演
奏
会
（
１
月
詣
日
・
大
阪
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ホ
ー
ル
）
で
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
ピ
ア
ノ
小
協

奏
曲
を
弾
い
た
の
も
、
明
石
で
の
演
奏

に
朝
比
奈
隆
が
惚
れ
込
ん
だ
の
が
き
っ

か
け
に
な
っ
た
。

柴
田
伊
藤
も
い
い
け
ど
、
昨
年
は
あ

ま
り
積
極
的
な
活
動
は
し
な
か
っ
た
と

思
う
。

吉
村
今
、
過
渡
期
で
す
ね
。
こ
れ
を

過
ぎ
る
と
飛
躍
す
る
で
し
ょ
う
ね
。

小
石
声
楽
の
井
上
、
三
室
、
小
村
は

毎
年
候
補
に
あ
が
る
け
ど
、
今
回
特
に

と
い
う
こ
と
も
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

吉
村
坂
本
が
一
番
め
ざ
ま
し
い
ね
。

え
え
声
や
。
あ
の
声
は
た
い
し
た
も
の

で
、
め
っ
た
に
い
な
い
ね
。
だ
け
ど
将

来
に
期
待
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
今
回

は
見
送
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

柴
田
と
な
る
と
関
と
北
山
に
し
ぼ
ら

小
石
し
か
し
関
の
広
い
分
野
で
の
活

躍
は
見
逃
が
せ
ま
せ
ん
よ
。

今
年
も
６
月
に
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
く
予

柴
田
そ
れ
に
今
、
積
極
的
で
す
よ
”

の
が
．
あ
る
。

柴
田
努
力
家
で
も
あ
り
ま
す
ね
。

れ
ま
す
ね
。

吉
村
北
山
は
か
な
り
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

が
あ
り
、
繊
細
な
叙
情
性
み
た
い
な
も

１
１１７
１
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で
す
が
第
二
の
青
春
を
が
ん
ば
っ
て
ら

っ
し
や
る
。
よ
く
や
っ
た
と
う
な
っ
た

の
は
沼
田
か
ず
ゑ
（
洋
画
）
今
ま
で
の
本

人
の
集
大
成
と
い
う
か
収
獲
で
し
た

な
こ
う

ね
。
植
松
杢
二
は
矛
」
の
あ
い
だ
欧
州
で

の
ア
ル
バ
ム
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
が
、

あ
の
人
を
入
れ
る
と
も
う
他
に
対
抗
馬

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
…
。
小
野
田
責

（
平
面
）
の
活
躍
は
一
つ
の
県
の
核
と
な

る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
と
自
宅
で
個
展
を

や
っ
た
榎
忠
（
造
形
）
図
々
し
く
な
っ
た

ら
ス
ポ
ン
サ
ー
も
つ
き
ま
す
け
ど
…
。

草
野
神
戸
市
内
の
画
廊
な
ど
の
発
表

を
見
て
ま
わ
っ
た
印
象
を
ア
ト
ラ
ン
ダ

ム
に
あ
げ
る
と
藤
飯
治
平
（
洋
画
）
増
田

正
和
（
彫
刻
）
初
田
寿
（
造
形
）
新
谷
英
子

（
彫
刻
）
中
右
瑛
（
洋
画
）
石
川
晴
久
（
洋

画
）
と
い
っ
た
中
堅
ど
こ
ろ
が
そ
れ
ぞ

れ
着
実
に
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
気

が
し
ま
し
た
。
松
本
泰
山
（
日
本
画
）
も

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
活
躍
ぶ
り
で
し
た

ね
。
あ
と
キ
タ
ノ
サ
ー
カ
ス
（
画
廊
）
が

で
き
て
あ
そ
こ
へ
行
け
ば
現
代
美
術
に

編
集
部
山
口
牧
生
（
彫
刻
）
丸
本
耕

（
造
形
）
小
西
保
文
（
洋
画
）
藤
原
向
意

（
版
画
）
斉
藤
智
（
造
形
）
鄭
相
和
（
洋
画
）

と
続
い
た
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
、
昨
年
の

活
躍
を
中
心
に
今
年
も
選
考
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

赤
根
立
体
は
ま
だ
し
も
油
彩
は
全
般

的
に
低
迷
し
て
ま
す
か
ら
ね
。
そ
の
中

で
…
と
考
え
る
と
い
ま
帰
国
中
の
植
松

圭
二
（
造
形
）
は
活
躍
ぶ
り
が
素
晴
し

い
。
須
磨
野
外
彫
刻
展
で
今
度
招
待
に

な
っ
た
田
中
薫
（
彫
刻
）
、
県
下
で
は
山

口
牧
生
と
二
人
が
招
待
作
家
で
す
。
あ

と
堀
尾
貞
治
（
造
遁
奥
田
義
己
（
造
形
）

木
下
佳
津
代
雷
形
）
と
い
う
と
こ
ろ
か

な
。増

田
木
下
佳
津
代
は
現
代
美
術
展
で

兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
有
力
候
補
だ
と
思
い
ま
す
。
美

術
館
の
肝
を
冷
や
し
た
存
在
の
河
口
龍

夫
（
造
形
）
言
い
か
え
れ
ば
あ
れ
だ
け
真

剣
に
考
え
て
い
る
。
一
種
さ
わ
や
か
で

し
た
ね
。
高
藤
義
雄
犀
画
）
年
配
の
方

醗蕊

蕊逸
材
の

口
選
考
委
員

一
●
第
７
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
貫
く
美
術
準
鱗
鱗
鐸
鐸
鑑
識
鶴
識
鐸
鐸
癖

１
１１８
１

赤根和生
（美術評論家）

乾由明
（美術評論家）

増田洋
(鰐鱒術鴬）

山
本
文
彦
に

出
聴

干
酔
添
】
録

”
謹
敷

灘
出
会
え
る
と
い
う
の
で
定
着
し
ま
し
た

ね
。
以
前
に
比
べ
て
か
わ
っ
て
き
た
な

と
思
っ
た
の
が
鴨
下
よ
う
子
（
洋
画
）
・

山
中
馨
（
洋
画
）
吉
田
稔
郎
（
造
形
）
も
よ

く
発
表
し
ま
し
た
。
田
中
薫
は
い
い
作

家
の
資
質
が
み
え
る
よ
う
で
す
。
永
田

耕
衣
（
俳
画
の
元
町
画
廊
で
の
個
展
は

面
白
か
っ
た
で
す
ね
。
あ
と
ス
ー
パ
ー

リ
ア
リ
ズ
ム
の
南
俊
宏
（
洋
画
）
は
こ
れ

か
ら
伸
び
る
人
だ
と
思
い
ま
す
。

増
田
そ
う
で
す
ね
南
俊
宏
は
こ
れ
か

ら
の
人
で
す
ね
。
ベ
テ
ラ
ン
で
す
が
山

本
文
彦
（
洋
画
）
の
デ
ッ
サ
ン
展
を
見
ま

し
た
が
、
デ
ッ
サ
ン
を
あ
れ
だ
け
油
彩

と
対
等
の
位
置
ま
で
ひ
き
あ
げ
る
と
い

う
素
晴
し
い
も
の
で
し
た
ね
。

赤
根
山
本
文
彦
が
金
山
賞
を
受
賞
し

た
時
に
金
山
賞
の
価
値
を
ぐ
ん
と
上
げ

た
と
僕
は
言
っ
た
ん
だ
が
彼
が
ブ
ル
ー

メ
ー
ル
賞
を
受
賞
し
た
ら
こ
れ
は
大
変

な
こ
と
で
す
よ
。

増
田
久
々
に
出
て
る
本
物
と
い
う
感

じ
が
し
ま
す
ね
山
本
さ
ん
は
。

草野拓郎
( 神戸新聞社学芸部）
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☆
海
外
活
躍
組
は
別
格
と
し
て

赤
根
植
松
杢
二
の
扱
い
を
ど
う
す
る

か
が
問
題
だ
な
。

増
田
昨
年
一
年
間
の
活
躍
と
い
っ
た

ら
彼
が
も
う
最
高
で
す
よ
。

赤
根
海
外
組
の
松
谷
武
判
（
版
画
）
ら

も
含
め
て
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
動

き
を
し
て
い
る
人
た
ち
を
ど
う
す
る
か

を
ひ
と
つ
考
え
た
い
で
す
ね
。

増
田
地
元
で
の
発
表
が
な
い
と
い
う

の
が
大
き
な
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
で
す

ね
。
あ
る
い
み
で
は
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞

と
い
う
の
は
そ
の
後
活
動
の
ダ
イ
ビ
ン

グ
ボ
ー
ド
の
伽
き
を
し
て
る
と
思
う
の

で
木
下
佳
津
代
な
ど
が
い
い
と
思
う
が

赤
根
そ
の
い
み
で
は
田
中
薫
も
ね
。

草
野
初
田
寿
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

赤
根
工
芸
的
す
ぎ
る
と
い
う
か
、
シ

ン
メ
ト
リ
ッ
ク
す
ぎ
て
空
間
が
な
さ
す

ぎ
る
の
で
ね
。

赤
根
あ
の
写
実
力
と
い
い
本
物
が
あ

り
ま
す
ね
。
あ
ん
な
人
は
も
う
出
ま
せ

ん
ね
、
あ
の
若
さ
で
ね
。
け
れ
ん
味
が

な
い
か
ら
ね
、
作
風
に
。

草
野
描
き
込
み
ま
す
ね
。
ス
ミ
の
上

に
ス
ミ
を
重
ね
て
と
。

増
田
し
か
し
昨
年
の
神
戸
の
ア
ク
テ

ィ
ピ
テ
ィ
な
現
象
は
何
と
い
っ
て
も
画

廊
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
、
キ
タ
ノ
サ

ー
カ
ス
と
い
う
の
は
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞

も
の
で
す
よ
。
松
井
憲
作
（
造
形
）
は
ア

ー
ト
ナ
ウ
に
出
品
し
ま
す
が
植
松
さ
ん

と
似
た
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
の
持
ち
主
で
す

赤
根
沼
田
か
ず
ゑ
の
あ
の
個
展
の
が

ん
ば
り
は
評
価
す
る
け
ど
ち
ょ
っ
と
ブ

ル
ー
メ
ー
ル
賞
の
感
じ
で
は
な
い
な
。

増
田
安
井
賞
候
補
に
去
年
は
地
元
勢

が
５
人
出
ま
し
た
ね
。
南
俊
宏
、
石
阪

春
生
（
洋
画
）
藤
飯
治
平
、
藤
田
清
照

（
洋
哩
関
拓
司
（
洋
画
）
。
も
う
そ
ろ
そ

ろ
県
下
か
ら
安
井
賞
受
賞
者
が
出
て
き

て
も
い
い
こ
ろ
で
す
が
ね
。

山
本
文
彦
二
つ
の
実
五
四
・
五
×
五
四
・
五
セ
ン
チ
コ
ン
テ
・
水
彩霊；

草
野
こ
う
し
て
挙
げ
る
と
具
象
の
洋

画
家
に
あ
げ
た
い
な
。
今
ま
で
前
衛
の

人
が
多
か
っ
た
だ
け
に
…
。

増
田
竹
内
広
光
（
写
真
）
の
ヅ
カ
ガ
ー

ル
を
撮
っ
た
個
展
は
而
白
か
つ
た
け
ど

草
野
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
け
で
描
写
力
の

な
い
人
が
多
い
中
で
山
本
文
彦
は
い
い

赤
根
田
中
徳
喜
犀
画
）
も
名
前
を
挙

げ
と
こ
う
か
。

増
田
な
ら
、
南
和
好
（
洋
画
）
も
い
い

ト
ア
ロ
ー
ド
画
廊
で
や
っ
た
堀
尾
貞
治

も
神
戸
ら
し
い
真
面
目
さ
で
…
。

赤
根
最
終
候
補
と
い
う
と
こ
ろ
で
考

え
る
と
、
僕
は
色
々
な
意
味
を
こ
め
て

山
本
文
彦
は
大
賛
成
で
す
。
ブ
ル
ー
メ

ー
ル
賞
の
格
を
上
げ
従
来
の
受
賞
者
に

再
起
を
う
な
が
す
と
い
う
い
み
も
あ

る
。
彼
を
、
と
な
る
と
審
査
員
の
大
決

断
が
い
り
ま
す
ね
。
木
下
佳
津
代
も
い

い
け
ど
な
あ
。

増
田
僕
も
木
下
佳
津
代
を
押
し
た
い

草
野
山
本
文
彦
が
い
い
で
す
よ
。

増
田
山
口
時
代
で
も
地
元
の
賞
を
か

っ
さ
ら
っ
て
い
る
人
で
す
ね
。
素
晴
し

い
人
で
す
ね
。
彼
が
出
て
く
る
と
ね
．
：

神
戸
大
賞
も
の
の
人
で
す
か
ら
ね
。

赤
根
こ
う
考
え
る
と
木
下
対
山
本
対

河
口
と
な
る
ね
。
ど
う
も
山
本
さ
ん
と

比
べ
る
と
だ
れ
も
負
け
る
な
。
河
口
は

す
で
に
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
の
範
ち
ゅ
う

を
越
え
る
活
躍
ぶ
り
だ
し
木
下
は
今
後

も
候
補
に
挙
る
だ
ろ
う
し
：
…
・
第
七
回

目
と
い
う
こ
と
で
大
物
の
山
本
文
彦
と

し
ま
し
ょ
う
か
。

９
‐
１
１
１

増
田
海
外
組
は
別
格
と
考
え
て
河
口

龍
夫
、
と
に
角
が
ん
ば
っ
て
ま
す
よ
。

編
集
部
今
日
風
邪
で
お
休
み
の
乾
先

生
よ
り
の
候
補
は
河
口
龍
夫
、
木
下
佳

津
代
、
高
崎
研
一
郎
（
洋
画
、
増
田
正

和
、
小
林
陸
一
郎
（
彫
刻
）
小
野
田
質
、

田
中
薫
の
各
氏
が
上
が
っ
て
い
る
の
で

す
が
。

増
田
木
下
、
河
口
、
堀
尾
、
田
中
は

落
と
せ
な
い
で
す
ね
。
僕
は
フ
ェ
ミ
ニ

ス
ト
だ
か
ら
木
下
さ
ん
が
い
い
。

草
野
斉
藤
智
（
造
形
）
の
活
躍
ぶ
り
も

見
落
せ
な
い
が
す
で
に
受
賞
し
て
る
し
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り
、
実
力
に
よ
っ
て
積
み
重
ね
た
実
績

の
あ
る
人
に
あ
げ
た
い
で
す
ね
。

森
本
昨
年
度
に
、
具
体
的
に
良
い
仕

事
を
し
た
人
を
、
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
ね
。

編
集
部
今
回
か
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
部

門
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
生
活
を
彩
る
す
べ
て

の
も
の
で
あ
り
、
神
戸
の
も
つ
文
化
的

特
質
を
生
か
し
て
、
よ
り
豊
か
な
生
活

文
化
を
創
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
広
い

意
味
で
考
え
て
い
き
た
く
思
い
ま
す
。

ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
に
お
い
て
初
め
て
の

部
門
で
す
の
で
、
ま
ず
は
選
考
の
基
準

か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

畑
崎
第
一
に
神
戸
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
の
た
め
に
活
躍
し
た
人
が
い
い
で
し

ょ
う
。

森
本
神
一
戸
市
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市

を
指
向
し
始
め
て
か
ら
五
年
め
に
入
っ

て
、
こ
の
よ
う
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
関

係
す
る
人
達
に
賞
を
だ
す
と
い
う
こ
と

は
大
変
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

今
回
は
そ
の
第
一
回
目
と
し
て
、
主
力

で
あ
る
服
飾
分
野
で
、
神
戸
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
た
人
を
選
ん
で
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

福
富
賛
成
で
す
。
個
人
で
才
能
も
あ

☆
積
み
重
ね
た
実
績
が
必
要

福
富
日
本
の
四
季
の
美
し
さ
を
着
尺

を
使
っ
て
表
現
し
た
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー

ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
藤
本
ハ
ル
ミ
を
ま
ず

候
補
に
あ
げ
た
い
。

小
泉
ニ
ッ
ト
の
案
砂
丘
子
も
芦
屋
で

シ
ョ
ー
を
開
催
し
て
活
躍
し
た
け
ど
、

ベ
ー
ス
が
東
京
で
す
か
ら
ね
。
子
供
服

の
篠
原
順
子
は
フ
リ
ー
で
な
か
な
か
頑

張
っ
て
ま
す
ね
。
カ
ネ
ボ
ウ
大
賞
も
獲

っ
た
し
。
キ
ム
ラ
タ
ン
の
竹
中
紀
子
も

カ
ネ
ボ
ウ
賞
に
入
賞
し
て
ま
し
た
。

福
富
賞
を
獲
っ
た
だ
け
で
は
ダ
メ
で

す
ね
。
や
は
り
実
績
が
伴
な
わ
な
け
れ

ば
：
…
．
。
『
コ
ウ
ベ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ

ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
ｗ
』
で
大
賞
を
受

賞
し
た
佐
々
木
千
明
も
、
そ
う
い
う
意

口
選
考
委
員

●
第
７
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
貫
く
フ
ァ
ッ
シ

独
創
性
の
藤
本
ハ
ル
ミ
に

蕊
福冨芳美
く神戸ドレスメーカー

女学院院長＞

森本泰好
く神戸地下街

株式会社常務＞

鯉思謹憂 ･ 韓競斜

蕊

１
１２０
１

小泉美喜子
く本誌エディター＞

味
で
ま
だ
こ
れ
か
ら
、
と
い
う
と
こ
ろ

で
す
。
ニ
ッ
ト
の
市
野
木
江
充
子
も
よ

く
や
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
ま
だ
実
績
が

足
り
な
い
。

小
泉
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
し
て
い
る

浦
野
敏
彦
な
ん
か
は
ど
う
で
す
か
。

福
富
彼
は
才
能
も
あ
る
と
思
う
し
、

注
目
し
た
い
け
れ
ど
、
若
す
ぎ
て
ま
だ

よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
ね
。
神
戸
に
男
性

デ
ザ
イ
ナ
ー
は
少
な
い
の
で
今
後
に
期

待
し
た
い
で
す
。

森
本
昨
年
は
真
円
真
珠
発
明
か
ら
数

え
て
、
周
年
に
あ
た
り
ま
し
た
。
神
戸

に
関
係
が
深
い
真
珠
界
あ
た
り
か
ら
も

活
躍
し
た
人
が
い
ま
す
ね
。

小
泉
真
珠
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
『
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ル
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
』
に
入
賞
し
た
大
洋
真
珠
の

志
村
忠
正
、
金
子
真
珠
の
寺
尾
匡
子
、

大
月
真
珠
の
土
居
満
代
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
ね
。

☆
新
し
い
波
を
つ
く
る
勇
気
と
精
神

畑崎広敏
く株式会社

ワールド社長＞
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畑
崎
自
分
の
仕
事
を
や
っ
た
と
い
う

こ
と
よ
り
も
、
そ
の
仕
事
が
新
し
い
時

代
を
開
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
か
、

新
し
い
方
向
へ
の
き
っ
か
け
に
な
る
よ

う
な
こ
と
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
あ
ま
り

意
義
が
な
い
と
思
う
。
そ
れ
と
せ
っ
か

く
の
賞
だ
か
ら
も
っ
と
広
い
意
味
で
と

ら
え
て
み
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
の
オ
ー
ナ

ー
若
山
晴
洋
。
愛
子
夫
妻
は
立
派
だ
と

思
い
ま
す
よ
。
危
険
性
を
含
ん
だ
こ
と

に
対
す
る
勇
気
と
人
々
の
目
が
三
宮
周

辺
に
向
い
て
い
る
と
き
に
北
野
界
隈
に

神
戸
の
良
さ
を
見
い
だ
そ
う
と
し
た
チ

ャ
レ
ン
ジ
精
神
は
高
く
評
価
し
た
い
で

す
ね
。

小
泉
人
の
流
れ
が
変
っ
た
し
、
建
物

も
い
い
。
そ
の
前
に
キ
ン
グ
ス
コ
ー
ト

を
つ
く
っ
た
三
浦
明
定
も
ブ
ー
ム
の
一

役
を
担
っ
て
ま
す
ね
。

畑
崎
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は
ス
ケ
ー
ル

が
小
さ
か
っ
た
よ
う
で
す
。

福
富
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
は
だ
ん
だ
ん

良
い
店
に
な
っ
て
き
ま
し
た
し
ね
。

小
泉
昨
年
の
建
築
文
化
賞
を
受
賞
し

た
だ
け
あ
っ
て
、
建
物
も
凝
っ
て
る
。

森
本
あ
の
勇
気
は
中
年
以
上
に
は
ム

リ
な
気
が
し
ま
す
ね
。
そ
れ
に
テ
ナ
ン

ト
の
平
均
年
齢
が
町
歳
だ
と
か
。
よ
く

集
め
ま
し
た
ね
。
確
か
に
立
派
で
す
。

畑
崎
ユ
ニ
ー
ク
な
活
躍
を
し
て
い
る

新
井
満
も
ぜ
ひ
候
補
に
入
れ
た
い
。
電

通
で
広
告
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
い
う
自
分

の
職
業
を
持
っ
て
い
な
が
ら
、
シ
ン
ガ

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
も
頑
張
っ

て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
金
儲
け
主
義
じ
ゃ

な
い
と
こ
ろ
に
〃
神
戸
ら
し
さ
″
を
感

じ
ま
す
ね
。

小
泉
「
月
山
」
に
続
く
「
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
ア
ベ
ニ
ュ
ー
」
と
「
ア
デ
ュ
ー
」

の
Ｌ
Ｐ
は
神
戸
イ
メ
ー
ジ
を
セ
ン
シ
ブ

ル
に
表
現
し
た
し
、
カ
ネ
ボ
ウ
の
「
ワ

イ
ン
カ
ラ
ー
の
と
き
め
き
」
も
卵
万
枚

売
れ
て
キ
ン
グ
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞
を

受
け
た
そ
う
で
、
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
で

す
よ
。

森
本
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と

し
て
神
戸
新
聞
社
出
版
の
『
神
戸
か
ら

の
手
紙
』
も
神
戸
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
貢
献
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

瀬

蕊 〆

１
１２
１

☆
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
神
戸
セ
ン
ス

小
泉
最
終
候
補
を
絞
れ
ば
、
藤
本
ハ

ル
ミ
、
若
山
晴
洋
、
新
井
満
で
す
か
。

森
本
対
象
の
枠
を
広
げ
る
の
は
い
い

が
、
常
識
的
だ
け
ど
最
初
は
服
飾
で
い

き
た
い
で
す
ね
。
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し

て
個
性
的
な
仕
事
を
し
た
上
、
東
京
で

シ
ョ
ー
を
開
き
好
評
を
博
し
て
神
戸
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
貢
献
し
た
藤
本

ハ
ル
ミ
を
推
し
た
い
。

福
冨
彼
女
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
力
量
、
そ
れ
も

非
常
に
高
度
な
も
の
を
静
か
に
持
っ
て

る
と
い
う
こ
と
で
こ
の
人
に
あ
げ
た
い

小
泉
シ
ョ
ー
で
は
、
岡
田
美
代
の
構

成
、
石
阪
春
生
の
美
術
、
今
岡
碩
子
の

振
付
、
新
井
満
の
音
楽
、
土
居
満
代
の

真
珠
と
神
戸
イ
ズ
ム
で
統
一
し
た
の
も

彼
女
の
ア
イ
デ
ア
で
す
か
ら
ね
。

畑
崎
神
戸
ら
し
く
真
珠
も
新
井
満
の

音
楽
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
こ
れ
ら
を

総
合
し
た
と
い
う
こ
と
で
藤
本
ハ
ル
ミ

に
決
定
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

福
富
第
１
回
は
藤
本
ハ
ル
ミ
で
す
ね

藤川ハルミ‘‘流れる季節に, ’より「桜姫」

畑
崎
神
戸
市
に
と
っ
て
も

外
部
に
と
っ
て
も
影
響
を
及

ぼ
す
り
っ
ぱ
な
仕
事
を
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

発
行
の
「
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
都
市
論
』
も
名
前
を
あ
げ

て
お
き
た
い
。

小
泉
風
月
堂
帥
周
年
を
期

に
吉
川
冬
季
子
が
お
菓
子
で

「
源
氏
物
語
」
の
世
界
を
表
現
し
て

『
源
氏
の
由
可
里
』
と
い
う
一
冊
の
本

に
ま
と
め
あ
げ
ま
し
た
。
ク
リ
エ
イ
テ

イ
ヴ
で
い
い
で
す
ね
。

福
冨
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
。
お
菓
子

が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
っ
て
い
う
の

は
い
か
に
も
神
戸
ら
し
い
。

森
本
昨
年
新
築
さ
れ
た
風
月
堂
ホ
ー

ル
の
出
来
ば
え
も
い
い
で
す
ね
。
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蕊

一
，
第
７
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
金
国
楽
議
識
鍛
錬
織
識
鶴
識
騨
識

実
力
派
の
尾
上
菊
見
へ

口
選
考
委
員

垣田昭
くＮＨＫ古典芸能
チーフディレクター＞

た
〃
安
達
ケ
原
″
が
素
晴
ら
し
か
っ
た

で
す
ね
。

富
田
本
格
的
古
典
の
ム
ー
ド
で
評
判

も
良
か
っ
た
。

佐
野
他
に
若
手
で
は
花
柳
五
三
豊
が

初
め
て
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
催
し
、
芳
五

三
郎
と
踊
っ
た
素
踊
り
の
〃
賎
機
帯
″

が
一
番
良
か
っ
た
な
。

富
田
片
岡
孝
夫
と
の
〃
男
女
道
成

寺
″
と
い
う
肝
心
の
大
物
が
あ
ま
り
光

ら
な
か
っ
た
の
は
惜
し
い
ね
。

新
人
と
ベ
テ
ラ
ン
と
が
一
緒
に
な
る

け
ど
、
若
柳
吉
金
吾
の
〃
ど
ん
つ
く
″

が
非
常
に
良
か
っ
た
。
芳
五
三
郎
の
次

男
、
順
三
郎
が
新
名
取
に
な
り
親
子
三

人
で
〃
小
袖
曽
我
″
を
披
露
し
た
ね
。

新
人
、
花
柳
小
三
郎
は
〃
流
星
″
を
よ

く
踊
っ
た
。
緑
寿
郎
の
会
で
は
〃
吉
野

山
″
で
緑
寿
郎
が
忠
信
、
お
父
さ
ん
の

金
吾
が
静
で
し
た
ね
。
そ
の
時
大
和
楽

の
〃
早
春
″
が
非
常
に
評
判
良
か
つ
た

ん
で
す
ね
。

佐
野
振
り
付
け
や
舞
台
装
置
も
よ
く

で
き
て
い
ま
し
た
ね
。

佐野蓮箕
く神戸新聞
文化蕊業局長＞

☆
意
欲
的
な
活
動
を
み
せ
た
寿
之
助

編
集
部
第
七
回
目
を
迎
え
た
ブ
ル
ー

メ
ー
ル
賞
で
す
が
、
今
回
は
沼
先
生
が

ご
病
気
中
と
い
う
こ
と
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

垣
田
さ
ん
に
ご
出
席
願
い
ま
し
た
。
第

一
回
目
が
花
柳
芳
恵
一
子
さ
ん
、
第
二

回
は
若
柳
吉
由
二
さ
ん
、
第
三
回
が
吉

井
順
一
さ
ん
、
第
四
回
が
花
柳
芳
五
三

郎
さ
ん
、
第
五
回
が
花
柳
吉
皇
さ
ん
、

昨
年
第
六
回
が
若
手
を
奨
励
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
藤
間
緑
寿
郎
さ
ん
に
決
定

し
た
わ
け
で
す
が
、
今
回
も
こ
の
一
年

間
の
舞
台
活
動
か
ら
振
り
返
っ
て
み
て

優
秀
な
方
を
推
薦
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

垣
田
毎
年
大
阪
か
ら
こ
の
神
戸
の
ブ

ル
ー
メ
ー
ル
賞
を
楽
し
み
に
見
て
い
ま

す
が
、
今
ま
で
妥
当
な
線
が
出
て
き
て

る
よ
う
に
思
い
ま
す
よ
。

佐
野
昨
年
の
舞
台
で
特
に
印
象
の
残

っ
た
も
の
と
い
う
と
、
花
柳
芳
一
の
東

京
の
国
立
劇
場
で
文
化
庁
主
催
の
芸
術

祭
に
初
参
加
し
た
と
き
の
延
若
と
踊
っ

富田順三
く邦舞評論家＞

１
１２２
１

蕊Ｉ富
田
若
柳
吉
里
と
若
柳
吉
玉
世
の
踊

り
が
よ
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

芳
一
の
会
で
は
花
柳
芳
一
由
香
の

〃
峠
の
万
歳
″
、
若
柳
吉
玉
枝
の
会
で

は
会
主
の
〃
賎
機
帯
″
が
見
ご
た
え
が

あ
っ
た
。

佐
野
花
柳
光
三
郎
が
大
曲
〃
船
弁

慶
″
に
挑
戦
し
た
ね
。
ち
ょ
っ
と
背
の

び
か
も
し
れ
な
い
が
よ
く
や
っ
た
よ
。

富
田
評
判
と
い
え
ば
西
川
寿
之
助
の

リ
サ
イ
タ
ル
が
あ
っ
た
ね
。

垣
田
〃
旅
″
が
印
象
に
残
っ
た
な
あ
。

佐
野
寿
之
助
が
神
戸
で
意
欲
を
出
し

て
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
く
の
は
珍
し
い
こ

と
で
す
ね
。
い
つ
も
大
阪
だ
か
ら
。

富
田
芳
五
三
郎
、
芳
恵
一
子
、
尾
上

菊
見
、
吉
里
と
い
っ
た
ス
タ
ー
を
勢
揃

い
さ
せ
て
の
異
色
の
公
演
で
し
た
ね
。

垣
田
吉
里
の
〃
た
ぬ
き
″
は
非
常
に

熱
演
で
し
た
ね
。

佐
野
神
戸
勢
の
刺
激
に
な
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
進

出
し
て
き
て
も
ら
い
た
い
も
ん
で
す
。
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賞
を
も
ら
っ
て
自
信
を
も
っ
た
ん
で
し

ょ
う
。
男
舞
で
よ
く
な
り
そ
う
だ
。

佐
野
菊
見
は
本
当
に
厚
み
が
で
て
き

て
、
中
堅
若
手
で
は
光
っ
て
る
。

垣
田
新
歌
舞
伎
座
で
の
リ
サ
イ
タ
ル

で
踊
っ
た
〃
助
六
″
も
い
い
が
、
寿
之

助
の
会
で
の
〃
ま
か
し
よ
〃
も
い
い
。

富
田
今
年
の
活
躍
ぶ
り
か
ら
み
る
と

吉
玉
世
が
〃
早
春
〃
〃
団
十
郎
娘
〃
な
ど

ち
ょ
っ
と
目
立
っ
て
ま
し
た
よ
。

佐
野
藤
間
志
芸
二
も
良
い
が
、
も
う

一
つ
の
決
め
手
が
ほ
し
い
感
じ
だ
ね
。

垣
田
古
典
芸
能
部
門
で
邦
楽
な
ん
か

受賞の対象となった尾上菊見の“助六，，

☆
最
後
の
大
物
、
菊
見
の
〃
助
六
″
に

宮
田
大
物
に
取
り
組
ん
だ
若
手
と
し

て
は
花
柳
五
三
輔
の
〃
網
館
″
も
あ
り

ま
し
た
ね
。
尾
上
菊
之
丞
の
〃
老
松
″

も
よ
か
っ
た
。
尾
上
菊
都
史
は
樋
口
一

葉
の
〃
た
け
く
ら
べ
〃
、
こ
の
と
き
菊

見
の
〃
助
六
″
も
と
て
も
よ
か
っ
た
。

今
年
の
芸
術
祭
は
ど
う
で
し
た
か
。

佐
野
創
作
と
吉
典
で
、
松
本
尚
女
の

〃
子
守
り
″
は
珍
し
い
わ
り
に
感
心
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
人
は
〃
な
お
め

会
″
も
作
り
活
躍
し
て
ま
す
が
。

垣
田
大
体
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
。

寿
之
助
は
活
動
が
大
阪
な
の
で
対
象
に

な
ら
な
い
よ
う
だ
が
、
神
戸
へ
な
ぐ
り

込
み
と
い
う
意
気
込
み
が
立
派
。

佐
野
こ
れ
を
機
会
に
足
を
神
戸
に
も

降
ろ
し
重
楕
古
場
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

垣
田
新
人
で
は
ｎ
月
の
明
石
古
典
芸

能
の
会
で
松
本
尚
蒔
が
〃
無
限
の
鐘
″

罰坤』､ ､ 蕊且

か
。垣

田
機
会
が
あ
れ
ば
地
元
、
神
戸
で

も
っ
と
も
っ
と
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
い

う
注
文
を
つ
け
て
、
で
す
ね
。

佐
野
実
力
も
あ
る
し
、
去
年
の
活
躍

度
か
ら
い
っ
て
も
申
し
分
な
い
で
し
ょ

う
。
一
応
受
賞
の
対
象
は
〃
助
六
″
と

い
う
こ
と
で
い
い
で
す
ね
。

来
年
は
能
か
ら
、
と
い
う
こ
と
ら
し

い
の
で
、
二
年
間
に
若
い
人
達
に
実
力

を
つ
け
て
頑
張
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う

八
詔
・
１
．
９
お
可
川
に
て
Ｖ

３
１
２
１
１

し
た
坐
ら
ど
う
で
し
ょ
う

を
踊
り
ま
し
た
。
神
戸
で
の
活
動
は
少

な
い
よ
う
だ
が
創
作
と
古
典
と
い
う
こ

と
で
な
か
な
か
研
究
熱
心
に
積
み
重
ね

る
努
力
を
し
て
い
る
よ
う
だ
。

菊
見
は
リ
サ
イ
タ
ル
で
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
な
舞
踊
家
と
し
て
み
せ
て
く

れ
た
。
舞
台
内
容
も
重
厚
だ
し
、
番
組

構
成
へ
の
意
欲
も
素
晴
ら
し
い
。

佐
野
尚
蒔
は
松
本
流
で
も
異
色
の
人

で
も
っ
と
伸
び
て
も
ら
い
た
い
。
古
典

芸
能
鑑
賞
の
会
を
神
戸
で
も
や
り
た
い

と
思
っ
て
ま
す
が
ね
。

富
田
こ
の
二
、
三
年
毎
回
話
題
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
踊
り
方
に
は
も
っ
と

実
力
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

垣
田
会
が
重
な
っ
て
吉
由
こ
の
〃
壇

の
浦
″
が
見
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
が
…

佐
野
最
近
、
舞
台
に
華
や
か
さ
、
良

い
意
味
で
の
色
気
が
出
て
き
て
、
ぐ
ん

と
良
く
な
り
ま
し
た
ね
。

富
田
大
き
く
成
長
し
た
よ
う
で
す
。

菊
見
に
決
定

は
対
象
に
な
ら
な
い
で
す
か
。

富
田
一
弦
琴
が
チ
ー
ム
で
頑
張
っ
て

い
ま
す
ね
。
Ｌ
Ｐ
も
だ
し
ま
し
た
が
：
．

垣
田
〃
ふ
え
あ
り
い
〃
と
い
う
三
枝

成
章
の
作
曲
作
品
で
、
芸
術
祭
で
次
点

を
と
り
ま
し
た
が
、
か
な
り
良
か
っ
た

で
す
よ
。
一
弦
琴
が
と
て
も
効
果
的
で
、

椅
麗
な
調
べ
で
面
白
か
っ
た
。

富
田
昨
年
緑
寿
郎
に
賞
を
渡
し
た
と

い
う
こ
と
で
、
五
三
豊
、
五
三
輔
、
吉

玉
世
と
い
っ
た
人
も
考
え
ら
れ
ま
す
が

菊
見
と
な
る
と
今
迄
何
回
も
話
題
に
出

て
い
た
が
神
戸
で
の
活
躍
度
が
少
な
い

と
い
う
こ
と
で
見
送
り
に
な
っ
て
い

る
。
最
後
に
残
っ
た
大
物
で
す
ね
。

佐
野
五
三
豊
、
五
三
輔
は
そ
れ
ぞ
れ

フ
ァ
ン
も
持
っ
て
る
し
同
じ
よ
う
な
実

力
を
持
っ
て
る
か
ら
、
ど
ち
ら
か
と
い

う
の
は
余
程
目
立
っ
た
活
躍
を
し
な
い

と
難
し
い
ね
。

富
田
ベ
テ
ラ
ン
の
味
と
い
う
こ
と
で
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こんにちは赤ちゃん

松岡丈士くん／西宮市門戸東町

完全看護☆冷暖房完備☆病院前駐車可能

菖柿沼産婦人科■

芦屋市大柵町１番1 8 号
国道芦屋川電停東5 0 米( 明治生命南）
電芦屋（0 7 9 7 ）3 1 - 1 2 3 4 代表

幼児歯科‘
小児歯科

SAMOTOPEDIATRICDENTISTRY

佐本小児歯科

母親教室
( 初診日）火曜日午前９時3 0 分

金曜日午後１時3 0 分
( 木曜日は休診）

そごう前センター街東角・さんちか入□
住友銀行三宮ビル６階
〒 6 5 0 生田区加納町５丁目３９

ＴＥＬ（07 8 )３３１－６３０２～３
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て
、
風
見
鶏
を
見
た
の
だ
か
ら

念
が
入
っ
て
た
。

１
月
”
日
午
前
加
時
そ
ご
う

前
よ
り
乗
車
。
相
楽
園
、
ハ
ッ

サ
ム
邸
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
ブ
リ
ッ

ジ
、
北
野
町
か
ら
ウ
ロ
コ
の
家

風
見
鶏
の
ト
ー
マ
ス
邸
を
見
学

観
光
公
害
や
で
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
賑
々
し
く
マ
カ
ン
ブ
ッ
サ

ー
ル
の
中
西
美
代
子
、
岡
田
美

☆
若
々
し
く
「
あ
し
た
の
会
」

が
新
春
の
集
い

神
戸
新
聞
の
光
田
顕
司
社
長

の
胆
入
り
で
、
兵
庫
県
下
の
文

化
、
芸
術
関
係
者
が
集
ま
り
発

足
し
た
「
あ
し
た
の
会
」
の
第

１
回
新
春
の
集
い
が
１
月
配
日

午
後
６
時
よ
り
、
貿
易
セ
ン
タ

ー
ピ
ル
型
Ｆ
の
バ
ー
グ
で
開
か

れ
た
。
美
術
、
音
楽
、
文
芸
、

古
典
芸
能
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、

な
ど
の
各
分
野
で
活
躍
す
る
人

々
約
加
名
が
参
加
。

光
田
社
長
は
「
皿
世
紀
は
地

域
主
義
か
ら
の
出
発
を
」
と
、

地
域
文
化
の
発
展
の
た
め
交
流

会
に
力
を
入
れ
て
あ
い
さ
つ
。

中
西
勝
画
伯
の
乾
杯
に
続
い

て
、
各
分
野
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に

わ
か
れ
て
１
人
ず
つ
の
顔
見
世

紹
介
。
久
田
徹
二
、
上
田
貴
弘

さ
ん
の
祈
謡
や
、
日
印
文
化
協

125

神
戸
の
集
い
か
ら

乾杯の音頭をとる中西勝画伯（神戸新聞社提供）

会
理
事
の
サ
ン
デ
ィ
プ
・
タ
ゴ

ー
ル
さ
ん
の
シ
タ
ー
ル
演
奏
を

き
き
な
が
ら
異
分
野
と
の
人
々

の
出
会
い
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
人
々
と
の
交
流
な
ど
ユ
ニ
ー

ク
な
会
だ
っ
た
。

☆
風
見
鶏
バ
ス
で
風
見
鶏
を

〃
風
見
鶏
″
の
作
者
と
見
学

詩
人
の
竹
中
郁
さ
ん
が
「
北

野
町
の
野
次
馬
を
見
る
野
次
馬

と
い
う
の
は
オ
モ
ロ
イ
で
エ
」

と
北
野
散
策
を
さ
れ
て
い
た
が

こ
れ
ま
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｔ
Ｖ
〃
風
見

鶏
″
の
作
者
杉
山
義
法
さ
ん
と

共
に
「
風
見
鶏
バ
ス
」
へ
乗
っ

代
、
花
柳
芳
恵
一
子
、
今
岡
碩

子
、
上
月
倫
子
、
中
島
嘉
子
、

柳
本
薫
、
本
誌
小
泉
、
加
藤
き

よ
子
、
北
嶋
神
戸
文
化
ホ
ー
ル

副
館
長
ら
約
卵
名
が
参
加
。
ジ

ャ
ン
ム
ー
ラ
ン
で
杉
山
さ
ん
の

慰
労
会
が
開
か
れ
た
。
ご
苦
労

さ
ん
／

★
か
も
ネ
ギ
の
集
い
大
盛
況
／
、

元
町
画
廊
の
佐
藤
廉
氏
仕
掛

け
る
、
ご
ち
や
ま
ぜ
麻
雀
好
き

の
神
戸
文
化
人
の
集
ま
り
、
か

も
ネ
ギ
の
例
会
が
１
月
お
日
に

有
馬
の
月
光
園
で
布
名
の
参
加

に
よ
っ
て
開
か
れ
た
。
か
も
ネ

ギ
の
５
大
規
約
は
、

１
年
令
、
性
別
を
問
わ
ず
常

に
友
人
と
し
て
平
等
な
仲
間
。

２
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
勝
負

に
こ
だ
わ
ら
な
い
事
。

３
個
性
ま
る
だ
し
で
、
し
か

も
ネ
ギ
的
な
ポ
カ
を
す
る
人
を

尊
ぶ
こ
と
。

４
余
り
に
専
門
的
な
人
は
入

会
を
断
わ
り
、
常
に
中
庸
を
保

つ
こ
と
。

５
す
べ
か
ら
く
愉
快
で
楽
し

い
集
い
を
心
が
け
る
。

で
、
あ
く
ま
で
も
麻
雀
を
手
段

と
し
て
家
庭
的
に
大
ら
か
に
付

き
合
う
こ
と
が
主
体
。
女
性
や

お
し
ど
り
夫
婦
も
多
く
、
健
全

第
一
主
義
。
世
話
人
の
佐
藤
さ

ん
と
中
西
勝
画
伯
に
は
全
国
麻

雀
連
盟
よ
り
名
誉
初
段
が
与
え

ら
れ
、
会
員
は
現
在
約
百
名
。

春
夏
秋
冬
に
例
会
が
あ
り
春

の
大
会
は
４
月
９
日
（
日
）
元
町

の
〃
Ｋ
″
で
開
か
れ
る
。

黒メガネの杉山氏を囲んで

☆小泉パーティご案内！
…_ _ …- - - - 一一………- - - - - - - - ……. ……- …Ｉ

小泉パーティ( ま
結婚を希望する男女にお見合や｜
親睦パーティ、愛好会によって｜
健全なご交際のお手伝いをいたＩ
します。
身元の確かなことは良縁の第一｜
条件です。身元の確かな方々 の｜
会員制の集いです。
・入会金1 0 , 0 0 0 円
・年会費1 0 , 0 0 0 円
▼ご結婚おめでとう
宮崎義昭さん

明子さん（旧姓管原）
小泉パーティのご案内・入会I 罫類ご希望
の方は事務局へ〒6 5 0 生匿区北野町３
丁目１０－２淡島マンション1 0 5 号

，衝0 7 8 - 2 4 2 - 0 3 3 3 小泉正巳
ｉお問合せ、ご連絡は午前中又は夜間に
Ｉお願いします。
1 - - - - 国ﾛ . 二亨曲= 手ﾆ ｰ ﾆ ｰ ｰ ｰ . . . ヰーマーと= 凸竜凸= 一凸. 牛÷. . ､ 宇亨- - . _ 二. . 二= .

今年のグランドチャンピオンは誰の手に？
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橋
本
明

一
月
三
十
一
日
早
朝
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
女
性
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ

ー
カ
ー
、
メ
ア
リ
ー
。
グ
リ
ー
ン
夫
人
と
三
宮
で
待
ち
合
わ
せ
て

兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
向
い
、
そ
こ
か
ら
県
社
協
広
報
室
の

沢
田
さ
ん
に
車
で
側
西
宮
市
福
祉
事
業
協
会
へ
案
内
し
て
い
た
だ

い
た
。西

宮
に
あ
る
こ
の
民
間
福
祉
団
体
は
、
移
動
入
浴
車
サ
ー
ビ

ス
、
老
人
軽
作
業
所
、
老
人
い
こ
い
の
家
、
「
手
づ
く
り
の
店
」
、

児
童
館
な
ど
を
市
か
ら
委
託
を
受
け
て
運
営
し
て
お
り
、
本
日
は

老
人
の
た
め
の
移
動
入
浴
車
サ
ー
ビ
ス
の
実
際
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

事
務
局
長
の
中
谷
正
雄
さ
ん
に
事
務
所
内
に
あ
る
老
人
軽
作
業

所
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
後
、
午
前
九
時
半
頃
浴
槽
を
積
ん
だ
移

動
入
浴
車
は
事
務
所
を
出
発
し
、
私
た
ち
は
別
の
車
で
後
を
追
っ

た
。
今
日
の
最
初
の
訪
問
先
は
七
人
家
族
で
、
四
年
前
か
ら
寝
た

き
り
の
七
十
七
才
に
な
る
男
性
の
お
年
寄
り
の
い
る
家
庭
だ
。
入

浴
車
は
家
の
近
く
に
車
を
止
め
、
運
転
手
、
看
護
婦
、
ヘ
ル
パ
ー

の
三
人
で
浴
槽
を
車
か
ら
降
ろ
し
、
狭
い
露
路
を
通
っ
て
奥
ま
っ

た
所
に
あ
る
家
ま
で
浴
槽
を
運
び
込
み
、
手
早
く
セ
ッ
ト
し
て
高

圧
ガ
ス
で
お
湯
を
湧
か
す
。
年
老
い
た
老
夫
人
と
三
人
が
か
り
で

老
人
の
身
体
を
浴
槽
に
運
び
、
看
護
婦
さ
ん
と
ヘ
ル
パ
ー
の
二
人

が
テ
キ
パ
キ
と
老
人
の
身
体
を
洗
い
、
シ
ャ
ン
プ
ー
す
る
。
傍
ら

で
老
人
の
娘
さ
ん
が
ヒ
ゲ
を
そ
る
。
十
五
分
ぐ
ら
い
で
洗
い
終
る

八
社
団
法
人
「
家
庭
養
護
促
進
協
会
」
事
務
局
長
Ｖ

１
１２６
１

寝
た
き
り
老
人
の

移
動
入
浴
サ
ー
ビ
ス

口
神
戸
を
福
祉
の
町
に
八
瓢
Ｖと

身
体
を
ふ
き
、
ま
た
三
人
が
か
り
で
寝
床
ま
で
運
ぶ
。
入
浴
後

は
看
護
婦
さ
ん
が
老
人
の
脈
拍
と
血
圧
を
測
り
、
身
体
の
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

「
父
は
お
風
呂
に
入
る
の
が
唯
一
の
楽
し
み
で
、
こ
う
し
て
来
て

下
さ
る
の
を
ず
っ
と
待
っ
て
る
ん
で
す
よ
」
と
娘
さ
ん
は
い
う
。

こ
の
家
庭
で
は
自
宅
に
風
呂
は
あ
る
が
、
狭
い
の
で
重
い
老
人

を
家
族
の
手
だ
け
で
入
浴
さ
せ
る
こ
と
は
大
変
困
難
で
あ
り
、
こ

の
入
浴
サ
ー
ビ
ス
が
始
め
ら
れ
る
と
さ
っ
そ
く
申
し
込
み
、
今
は

月
に
一
一
回
来
て
も
ら
っ
て
い
る
。

一
時
間
ほ
ど
で
入
浴
を
終
え
る
と
浴
槽
を
再
び
車
に
積
ん
で
次

の
家
庭
へ
と
向
っ
た
。

二
番
め
の
訪
問
先
は
四
人
家
族
で
、
七
十
八
才
の
寝
た
き
り
の

老
女
の
い
る
家
庭
だ
っ
た
。
最
初
と
同
じ
よ
う
に
家
の
前
に
車
を

止
め
る
と
浴
槽
を
家
の
中
に
運
び
こ
み
、
す
ぐ
に
高
圧
ガ
ス
で
お

湯
を
湧
か
し
、
入
浴
の
準
備
を
始
め
る
。
こ
の
家
庭
の
老
人
は
三

十
五
万
円
も
す
る
特
殊
な
ベ
ッ
ド
に
寝
た
き
り
の
生
活
を
し
て
い

る
よ
う
で
、
ベ
ッ
ド
か
ら
浴
槽
ま
で
七
’
八
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を

運
ぶ
の
に
男
性
と
女
性
が
四
人
が
か
り
で
、
ヨ
イ
シ
ョ
、
ヨ
イ
シ

ョ
と
運
ぶ
の
を
み
て
、
こ
の
仕
事
は
想
像
以
上
に
大
変
な
こ
と
だ

な
あ
、
と
思
っ
た
。
こ
の
家
庭
に
も
風
呂
は
あ
る
が
、
家
族
の
手

だ
け
で
は
や
は
り
重
い
老
人
を
入
浴
さ
せ
る
こ
と
は
無
理
な
よ
う

で
、
危
険
も
伴
う
ら
し
い
。
こ
の
家
庭
で
も
実
の
娘
さ
ん
が
家
に
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１
１２７

‐
ビ
ス
が
た
っ
た
千
円
ぐ
ら
い
の
費
用
で
は
と
て
も
で
き
な
い
。

人
件
費
や
設
備
費
、
燃
料
費
な
ど
を
含
め
る
と
実
際
は
一
回
に
つ

き
二
万
円
ぐ
ら
い
か
か
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
市
が
負
担
し
て

い
る
。
希
望
者
は
西
宮
市
の
福
祉
事
務
所
へ
申
し
込
め
ば
よ
い
。

西
宮
市
福
祉
事
業
協
会
が
市
の
委
託
を
受
け
て
こ
の
移
動
入
浴

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
の
は
二
年
前
の
昭
和
風
年
４
月
か
ら
で
あ

る
。
全
国
で
は
水
戸
市
が
日
本
で
初
め
て
こ
の
活
動
を
始
め
、
現

在
で
は
一
八
八
カ
所
で
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
神
戸
市
で
は
ま
だ

で
あ
る
。
こ
の
移
動
入
浴
サ
ー
ビ
ス
に
も
、
車
へ
老
人
を
運
ん
で

き
て
車
の
中
で
入
浴
し
て
も
ら
う
方
法
と
、
西
宮
市
の
よ
う
に
家

の
中
へ
浴
槽
を
運
び
込
む
方
法
と
二
つ
あ
る
が
、
後
者
の
方
が
多

く
、
評
判
も
よ
い
。

兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
昨
年
実
施
し
た
「
老
人
介
護
の
実

態
調
査
」
に
よ
る
と
、
ね
た
き
り
老
人
の
介
護
で
一
番
困
難
な
こ

と
は
「
入
浴
」
が
ト
ッ
プ
で
「
排
池
」
が
そ
の
次
で
あ
る
。
入
浴

に
つ
い
て
は
「
ま
っ
た
く
出
来
な
い
」
が
唾
％
、
「
手
伝
っ
て
も

ら
え
ば
で
き
る
」
が
虹
％
、
「
自
分
で
で
き
る
」
は
わ
ず
か
７
％

に
す
ぎ
ず
、
老
人
の
入
浴
の
困
難
さ
が
う
か
が
え
る
。

見
学
を
終
え
て
グ
リ
ー
ン
夫
人
は
「
イ
ギ
リ
ス
に
は
こ
う
い
う

移
動
入
浴
サ
ー
ビ
ス
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
国
で
は
老

夫
婦
の
手
だ
け
で
入
浴
で
き
な
け
れ
ば
政
府
が
介
助
者
を
家
へ
派

遣
し
て
く
れ
ま
す
し
、
入
浴
を
助
け
る
補
助
具
も
い
ろ
ん
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
移
動
入
浴
サ
ー
ビ
ス
は
日
本
人
の
生
活

様
式
か
ら
生
ま
れ
た
一
つ
の
生
活
の
知
恵
の
よ
う
で
す
ね
。
私
は

大
変
興
味
を
も
ち
ま
し
た
」
と
感
想
を
の
べ
て
い
た
。

日
本
も
高
齢
化
社
会
に
向
い
、
こ
れ
か
ら
老
人
の
人
口
も
次
第

に
増
え
て
く
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
な
れ
ば
寝
た
き
り
老
人

の
介
護
や
入
浴
の
問
題
は
ま
す
ま
す
多
く
の
家
庭
に
と
っ
て
切
実

な
も
の
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
時
、
私
た
ち
は
日
本
人
の
家
屋
構
造
や
生
活
様
式
に
合
っ

た
介
護
方
法
を
生
活
の
知
恵
と
し
て
つ
く
り
出
し
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
し
、
共
通
の
問
題
を
か
か
え
る
欧
米
の
知
恵
か
ら
学
ぶ
も

の
も
多
い
は
ず
で
あ
る
。

八
写
真
／
兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
広
報
室
提
供
Ｖ

右：浴槽を車から狭い露路を通って家の中へ運び込む。
中：看謹婦さんとヘルパーの２人が老人の身体を洗う。なかなかの重労働だ。
左弓お風呂の好きな老人は久しぶりに湯につかってご機蝉だ。

い
て
テ
キ
パ
キ
と
動
き
回
っ
て
い
た
。
家
庭
の
中
に
動
け
る
若
い

女
性
の
手
が
あ
る
の
と
な
い
の
と
で
は
老
人
の
介
謹
も
だ
い
ぶ
違

っ
て
く
る
に
違
い
な
い
。

九
時
半
頃
に
事
務
所
を
出
て
、
二
軒
回
る
と
も
う
お
昼
前
に
な

っ
て
い
た
。
一
日
に
三
軒
ほ
ど
し
か
回
れ
な
い
が
希
望
者
は
増
え

て
お
り
、
現
在
は
一
カ
月
に
五
○
人
ほ
ど
が
こ
の
入
浴
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
い
る
。
家
庭
が
負
担
す
る
費
用
は
生
活
保
護
家
庭
は
無

料
だ
が
、
あ
と
は
収
入
に
応
じ
て
一
回
あ
た
り
五
百
円
、
千
円
、

千
五
百
円
の
三
段
階
に
分
か
れ
て
い
る
。
平
均
し
て
一
回
千
円
と

い
う
家
庭
が
一
番
多
い
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
手
間
の
か
か
る
サ
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梅
淫
秀
文

ブ
テ
ィ
ッ
ク
と
オ
ー
ナ
ー

「
売
れ
て
い
る
商
品
を
み
れ
ば
、
神
戸
の
女
性
の
セ
ン
ス
の
良
さ

が
わ
か
り
ま
す
」
と
神
戸
大
丸
の
二
階
に
コ
ー
ナ
ー
を
持
つ
＋
仁

プ
ラ
ザ
の
若
く
て
、
ソ
フ
ト
な
梅
搾
社
長
。
仕
立
て
の
良
さ
、
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
、
と
い
う
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
ブ
テ
ィ
ッ
ク
で
す
。

ｌ
神
戸
大
丸
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
昨
年
の
十
月
で
す
ね
。

ま
ず
十
仁
プ
ラ
ザ
の
特
徴
か
ら
…
…

「
親
父
は
十
仁
病
院
と
い
う
美
容
整
形
を
や
っ
て
ま
し
て
、
兄
も

医
師
な
ん
で
す
が
、
僕
は
外
国
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
で
勉
強
を
し
て
八

ＦＡＳＨＩＯＮ夢

；

弱
国
喝
①
詞
自

鞍
蕊

Ｌ
ｌ
仁
ブ
ラ
ザ
社
長
．

よ
り
若
く
、
よ
り
美
し
く
○

年
前
か
ら
新
橋
で
ブ
テ
ィ
ッ
ク
を
開
い
た
ん
で
す
」

ｌ
ど
の
洋
服
も
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
で
す
ね
．

「
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
商
品
だ
け
を
扱
っ
て
ま
す
か
ら
ね
。
素
材
の
良

さ
、
縫
製
の
良
さ
に
気
を
使
い
ま
す
。
う
ち
の
服
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
本
当
の
上
流
の
人
が
着
る
服
で
す
。
い
か
に
も
金
持
ち
に
見
え

る
服
と
か
、
利
口
そ
う
に
み
え
る
服
は
や
ら
な
い
で
す
か
ら
。
」

ｌ
と
い
う
と
、
洋
服
の
ポ
リ
シ
ー
は

「
女
の
人
が
自
分
を
美
し
く
み
せ
た
い
と
思
う
の
は
可
愛
い
で
す

ね
。
邪
心
が
入
る
と
ダ
メ
な
ん
で
す
よ
。
よ
り
若
く
、
よ
り
美
し

く
と
い
う
こ
と
に
尽
き
ま
す
」

ｌ
現
在
ど
の
よ
う
な
シ
扉
テ
ム
に
載
っ
て
い
る
の
で
す
か

「
東
京
の
他
に
、
パ
リ
と
ミ
ラ
ノ
に
工
場
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
作

っ
て
直
で
入
れ
て
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド
も
の
だ
と
商
社
、
問
屋
、
日

本
の
店
頭
…
…
と
い
っ
た
ル
ー
ト
に
な
り
ま
す
か
ら
ね
え
。
適
正

値
段
で
販
売
で
き
ま
す
。
だ
か
ら
お
客
さ
ま
に
は
申
し
分
け
な
い

け
ど
、
お
値
引
き
っ
て
の
は
し
な
い
ん
で
す
よ
（
笑
）
」

ｌ
外
国
に
工
場
を
も
っ
と
い
う
の
は
大
変
鞭
苦
労
で
し
ょ
う
”

「
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
外
人
と
気
楽
に
お
友
達
に
な
れ

る
性
格
が
あ
れ
ば
、
そ
ん
な
に
大
変
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
。
外
国

で
は
ど
ん
ど
ん
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
ま
す
か
ら
。
」

ｌ
語
学
と
か
外
国
人
と
の
お
付
き
合
い
に
憤
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
い
う
こ
と
で
す
か

「
え
え
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
を
卒
業
し
て
言
葉
は
英
語
、
フ
ラ
ン

ス
語
、
イ
タ
リ
ー
語
、
ド
イ
ツ
語
と
四
カ
国
し
ゃ
べ
れ
ま
す
が
、

自
分
を
い
か
に
演
出
す
る
か
、
表
現
す
る
か
と
い
う
力
が
あ
れ
ば

｢ 趣味？仕事ですねえ－｡ 」とダンディな梅潔社長。（大丸の十仁プラザコーナーで）
蕊避難鶴

１
１２８
１
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十仁プラザの代表的な春物く左> シャネルタイプのスーツ＜右＞オーソドックスなテーラーカラーのスーツ

い
い
ん
で
す
。
感
覚
が
外
人
的
っ
て
い
う
の
か
な
。
日
本
人
同
ナ

の
付
き
合
い
だ
と
、
自
分
を
押
え
て
、
控
え
目
に
振
舞
う
の
が
美

徳
だ
っ
て
い
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
点
、
中
国
人
っ
て
の
は
立

派
な
国
際
人
で
す
よ
。
相
手
の
外
人
に
対
し
て
、
こ
っ
ち
が
素
敵

な
人
だ
ナ
ー
と
思
わ
せ
な
き
ゃ
ダ
メ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

ｌ
日
本
人
女
性
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は

「
素
晴
ら
し
く
成
長
し
ま
し
た
ね
。
特
に
若
い
人
は
。
感
覚
的
に

は
世
界
一
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
」

ｉ
具
体
的
に
ど
の
位
の
年
齢
で
す
か

「
そ
う
…
…
ブ
ラ
ン
ド
も
の
の
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
を
欲
し
が
る
年
代

以
ド
の
人
で
す
ね
。
自
分
の
素
直
な
感
覚
で
選
ん
で
ま
す
か
ら
。

社
会
的
抱
束
を
離
れ
て
お
し
ゃ
れ
を
す
る
と
い
い
ん
で
す
ね
。
神

129

戸
の
女
性
に
は
僕
の
理
想
に
か
な
っ
た
お
し
ゃ
れ
を
し
て
い
る
人

が
多
い
で
す
ね
。
小
原
豊
雲
さ
ん
の
奥
さ
ま
な
ん
て
素
敵
だ
ナ
」

ｌ
こ
れ
か
ら
、
ど
ん
な
展
開
を
考
え
て
ら
っ
し
や
い
ま
す
か

「
よ
そ
ゅ
き
が
、
二
、
三
年
し
て
古
く
な
っ
た
か
ら
、
家
庭
着
に

お
る
す
っ
て
い
う
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
手
頃
な
値
段
で
雰
囲
気
の
あ

る
家
庭
着
や
ス
ポ
ー
ツ
の
服
を
や
り
た
い
で
す
ね
。
そ
れ
と
洋
服

っ
て
職
人
と
布
地
が
良
け
れ
ば
良
い
服
が
で
き
る
っ
て
も
ん
じ
ゃ

な
い
ん
で
、
芯
地
、
裏
地
、
糸
、
ボ
タ
ン
な
ん
か
の
平
均
点
が
洋

服
っ
て
結
果
で
し
ょ
う
。
細
か
く
す
る
だ
け
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

カ
ッ
ト
は
感
覚
で
す
か
ら
。
こ
れ
か
ら
は
そ
う
い
う
努
力
を
し
な

い
と
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
」

・
本
店
／
墓
犀
都
港
区
新
橋
１
１
浬
１
５
窟
０
３
１
５
７
２
１
１
２
１
２

・
大
丸
神
戸
店
十
仁
プ
ラ
ザ
コ
ー
ナ
ー
／
窟
０
７
８
１
３
３
２
１
５
０
０
５
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シ
ョ
ン
が
カ
ラ
フ
ル
に
展
開
さ
れ
て
る
キ

ャ
ン
パ
ス
ウ
ェ
ア
コ
ー
ナ
ー
。

４
Ｆ

⑪
ブ
ラ
ン
ド
じ
ゃ
な
く
サ
イ
ズ
を
売
る
と

国
内
一
流
ブ
ラ
ン
ド
が
サ
イ
ズ
別
に
ど
っ

か
と
ジ
ー
ン
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

⑫
ヘ
ビ
ー
な
感
覚
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ

用
品
が
、
つ
ま
り
本
物
が
あ
る
。
わ
く
わ

く
す
る
本
物
と
の
出
合
い
を
求
め
る
君
に

⑬
お
買
物
の
合
間
に
コ
ー
ヒ
ー
ス
ナ
ッ
ク

弓
。
Ｈ
国
胃
。
ブ
レ
ン
ド
コ
ー
ヒ
ー
却
円
。

ア
メ
リ
カ
ン
コ
ー
ヒ
ー
加
円
ヤ
ン
キ
ー
や

き
ソ
バ
知
円
也
。

⑭
フ
レ
ア
や
ピ
ン
タ
ッ
ク
な
ど
女
性
も
の

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ン
ツ
を
集
め
ま
し
た

レ
デ
ィ
ス
ジ
ー
ン
ズ
コ
ー
ナ
ー

⑮
ジ
ー
ン
ズ
を
愛
す
る
若
者
に
ぴ
っ
た
り

の
室
内
ア
ク
セ
サ
リ
ー
か
ら
日
常
生
活
品

ま
で
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
ボ
ス
ト
コ
ー
ナ

ロ
⑮
自
由
に
イ
ベ
ン
ト
や
バ
ー
ゲ
ン
が
で
き

る
あ
な
た
と
ジ
ョ
イ
ン
ト
が
仲
良
く
な
る

ス
ペ
ー
ス
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
４
１
．

' 7 耐澗繍一lＢＹ

☆
ひ
ろ
び
ろ
と
２
９
６
５
㎡
は
世
界
の
各

地
か
ら
素
朴
で
と
に
か
く
〃
い
い
感
じ

な
″
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
生
活
用
品
で
い
っ

ぱ
い
。
さ
て
、
そ
の
中
身
を
見
直
す
と
…

…
（
鵡
の
コ
ー
ナ
ー
に
分
か
れ
て
ま
す
）

２
画

①
カ
ラ
フ
ル
で
ジ
ー
ン
ズ
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ

ト
が
楽
し
め
る
ア
ダ
ル
ト
感
覚
の
ヨ
ー
ロ

ピ
ア
ン
ジ
ー
ン
ズ
コ
ー
ナ
ー
。

＠
国
“
黒
．
園
冨
菌
同
帆
な
ど
の
ホ
ッ
ト
で
ナ

ウ
な
ジ
ー
ン
ズ
メ
ー
カ
ー
の
個
性
豊
か
な

ホ
ッ
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ジ
ー
ン
ズ
コ
ー
ナ

③
ベ
ビ
ー
か
ら
皿
才
ま
で
の
丈
夫
で
活
動

的
な
ジ
ー
ン
ズ
と
東
京
原
宿
の
ち
び
っ
子

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
揃
っ
て
、
②
と
親
子
で

ど
う
ぞ
○
冨
烏
目
・
“
さ
●
自
国

３
Ｆ

④
ア
メ
リ
カ
直
輸
入
の
有
名
ブ
ラ
ン
ド
ジ

ー
ン
ズ
を
一
堂
に
集
め
た
若
者
に
人
気
の

ジ
ー
ン
ズ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
ナ

ー
。
ジ
ョ
イ
ン
ト
の
看
板
コ
ー
ナ
ー
で
、

ジ
ー
ン
ズ
の
原
点
と
い
わ
れ
る
胃
菖
㎡

師
が
５
３
０
０
円
。
数
と
い
い
値
段
と
い

い
他
に
は
な
い
／

⑤
ベ
ル
ト
や
鞄
な
ど
ジ
ー
ン
ズ
に
必
要
不

以
上
の
コ
ー
ナ
ー
に
わ
か
れ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
歩
い
て
見
て
触
れ
て
く
だ
さ
い
。

〒侭o 神戸市生、Ｒ＝葎ｎ丁目型砧壇

可
欠
な
小
物
類
が
置
い
て
あ
る
ジ
ー
ン
ズ

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ー
ル
コ
ー
ナ
ー

⑤
ペ
ル
ー
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
ト
ル
コ
な
ど

の
世
界
の
民
族
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
製
品
か
ら

バ
ッ
グ
、
ベ
ル
ト
な
ど
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー

ま
で
掘
り
出
し
も
の
が
あ
り
ま
す
よ
。

弓
昌
冨
◎
門
の
国
労
罰
目
吋

彦一ー一一一一一 U 一一一－一一－⑤－－

蕊蕊蕊

⑦
ウ
エ
ス
タ
ン
ス
タ
イ
ル
の
コ
ー
ヒ
ー
シ

ョ
ッ
プ
ｚ
ご
金
の
目
白
、
跨
薦
○
ｏ
ｚ
ブ
レ

ン
ド
コ
ー
ヒ
ー
測
円
。
ア
メ
リ
カ
ン
コ
ー

ヒ
ー
は
お
か
わ
り
自
由
で
酬
円

③
日
本
中
で
一
番
ウ
ェ
ス
タ
ン
ブ
ー
ツ
が

揃
っ
て
い
る
。
ワ
ー
ク
ブ
ー
ッ
や
ス
ニ

ー
カ
ー
な
ど
ジ
ー
ン
ズ
に
欠
か
せ
な
い

園
。
具
罫
ご
伶
僅
扉
コ
ー
ナ
ー
。

⑨
天
然
素
材
の
生
地
。
コ
ー
デ
ュ
ロ
イ
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
も
色
々
あ
っ
て
お
し
ゃ
れ

な
オ
ー
ダ
ー
ジ
ー
ン
ズ

⑩
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
ロ
ス
←
サ
ン
デ
ィ
エ

ゴ
の
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ス
ポ
ー
ッ
フ
ァ
ワ

唾ＥＬ０７８．３２１．２０４６
営業時間ＡＭ１０→ＰＭ７
水曜休

』

131

ジ室ニンケライプ･ ｽドｱ ｰ ･ジョイント
●
１
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
予
告

★
Ｌ
Ｅ
Ｅ
の
ジ
ー
ン
ズ
が
釦
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、

画
誇
雪
の
国
シ
雪
。
の
フ
ァ
ッ
シ
圏
ソ
ジ
ー
ソ

ズ
が
釦
１
両
％
Ｏ
ｒ
Ｆ
、
国
内
の
ピ
ッ
グ

メ
ー
ヵ
ー
ジ
ー
ン
ズ
（
Ｂ
級
品
）
が
副
％

Ｏ
Ｆ
Ｆ
と
格
安
に
な
り
ま
す
。
こ
の
チ
ャ

ン
ス
を
お
見
逃
し
な
く
。

☆
ジ
ョ
イ
ン
ト
ク
ラ
ブ
の
イ
ベ
ン
ト
は
・
・
．

・
あ
な
た
が
審
査
員
、
す
て
き
な
人
を
選

ん
で
ね
。
９
８
名
の
候
補
（
こ
れ
は
ジ
ョ

イ
ン
ト
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
毎
日
街
に
出
没

ど
こ
に
行
く
か
は
毎
日
放
送
の
「
お
早
よ

う
浜
村
淳
で
す
」
で
い
い
ま
す
の
で
よ
く

聞
い
て
）
の
写
真
を
Ⅳ
日
１
詑
日
に
店
内

に
展
示
、
人
気
投
票
で
選
ん
で
賞
品
を
と

い
う
企
画
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
を
。

・
そ
の
他
ウ
エ
ス
タ
ン
っ
ぽ
く
ロ
デ
オ
早

撃
ち
大
会
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
古

本
交
換
会
な
ど
、
面
白
い
催
し
を
計
画
し

て
ま
す
。
詳
し
く
は
店
頭
で
。
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ハイセンスの紳士服で

最高のおしゃれを

三恵洋服店
神戸・元町４丁目公( 0 7 8 ) 3 4 1 7 2 9 0

やまと髪に秘められた
晴れの1 1 の慶び

蕊美容室エリザベス
本店三宙神社北蝋ニヒビル２ＦＴＥＬ, 3 3 1 . 8 8 9 4 . 4 9 1 7
芦屋支店声睡市| 渡神芦腫駅山側ＴＥＬ､ 0 7 9 7 - - 2 2 . 4 0 6 7
お貸』て裳音５

花嫁衣裳サロン
本店美容裳エリザ

専属結嬬式場生田神社会館･ オ

ｋ京初代遠藤波派ｒ直流

畑尾芙久子の店
Ｉ：ＴＥＬ３３１－３２５８
ルホテル･ 阪急六叩山ﾎ ﾃ ﾙ ･ 蘇州閲他

1３２
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